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マダニによる感染症に注意しましょう！

県内では、マダニが媒介する「重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）」の
報告数が急増しています。令和３年（２０２１年）は、過去最高の９件（うち
１件死亡）発生しており、今年は２件の死亡例が報告されています。

ＳＦＴＳは、マダニに刺されてから６～１４日後に発熱等のインフルエンザ
に似た症状が現れますが、有効な治療薬はなく、重症化し死亡する場合もある
ため、注意が必要です。

マダニが媒介する感染症には「日本紅斑熱」もあります。草むらや藪に入る
際は、マダニに咬まれないよう十分な対策を行ってください。

①マダニの生息場所 ②マダニから身を守る服装

③マダニから身を守る方法 ④忌避剤の効果

※国立感染症研究所昆虫医科学部「マダニ対策、今できること」を参考に作成
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（参考）重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）について

【県内の発生状況】※2023.11月末時点

・マダニに咬まれてから、６～１４日後に、発熱、倦怠感、頭痛、筋肉痛などイ
ンフルエンザに似た症状が現れます。嘔吐、下痢、腹痛などの消化器症状も多く
みられ、重症化すると、出血しやすくなります。
・現時点では、ワクチンや有効な治療薬はなく、対症療法が中心となります。重
症化し、死亡する場合もあります。

（参考）日本紅斑熱について

・マダニに咬まれてから、２～８日後に、頭痛、発熱（38℃以上）、倦怠感など
が現れます。また、腕や脚を中心に、かゆみのない紅色の皮疹が見られます。注
意深く探すと、“かさぶた”に覆われたマダニの刺し口が見つかることもあります。
・有効な治療薬がありますが、治療開始が遅れると、重症化し、死亡する場合も
あります。

【県内の発生状況】※2023.11月末時点


